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	応用
	抗原情報
	背景
	TTKタンパク質キナーゼ(TTK) ホモサピエンス この遺伝子は、チロシン、セリン、スレオニンをリン酸化できる二重特異性タンパク質キナーゼをコードしています。細胞増殖に関連して、このタンパク質は有糸分裂中のセントロメアでの染色体の整列に必須であり、セントロソームの複製に必要です。有糸分裂中の染色体の正確な分配に重要な有糸分裂チェックポイントタンパク質であることがわかっています。このタンパク質が分解されずに過剰なセントロソームが生成され、異常な有糸分裂紡錘体が生じると、腫瘍形成が起こる可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2009年11月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：タンパク質のセリン、スレオニン、チロシンをリン酸化します。細胞増殖に関連していると考えられます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,組織特異性：急速に増殖する細胞株に存在します。,
	研究分野
	細胞周期G1S;細胞周期G2M_DNA;
	画像データ
	

	TTK抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TTK抗体を用いた、エトポシド25μMで24時間処理したHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

